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今号の表紙

須玖児童センター「春の大運動会」
　3月6日、須玖児童センターで、小学生対象の「春の
大運動会」が行われました。
　児童は4チームに分かれて、新聞紙玉入れ・つなひ
き・スポーツジェスチャーリレー・しっぽ取りゲームで
勝負。チームごとに作戦を話し合ったり上級生が下級
生を手助けしたりして皆で運動会を楽しんでいました。
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■生きる力をはぐくむ家庭、地域教
育力の向上

　▶歴史体験事業
　▶家庭教育基盤形成事業
　▶青少年健全育成事業
　▶ファーストブック事業
■未来を切り拓

ひら
く力をはぐくむ活

動・体験の推進
　▶アンビシャス広場づくり
　▶弥生の里児童画大賞展
　▶走ろう大会
■「春日市子ども読書活動推進計
画」に基づく読書活動の推進
▶春日市子ども読書活動推進連
絡会の設置

　▶学校図書館支援
　▶子ども向け図書館事業
　▶読書ボランティア養成・支援

■文化財の保存・整備と活用
▶埋蔵文化財保護・保存　▶文化財保存活用基本計画の推進
▶歴史資料館の充実　▶伝統芸能および伝承文化の継承
▶情報提供の充実　▶文化財ボランティアの養成・活用
■文化芸術活動の振興
▶ふれあい文化センター自主文化事業　
▶ふれあい文化サークル事業
▶ふれあい文化センター管理
■春日市スポーツ振興基本計画に基づく市民スポーツの振興
▶スポーツフェスタ　▶スポーツ施設整備　▶学校開放事業
▶社会教育関係団体の支援　▶温水プール管理

■ボランティアの育成・活動支援
　▶遊び名人マスター　▶成人式実行委員会　▶図書館ボランティア
■専門委員・指導委員との連携
　▶文化財の調査・研究　▶お宝文化人　▶ニュースポーツ実技講習
　▶図書館協議会との連携の推進
■市民の活動・学習の推進
　▶中央公民館事業　▶お宝文化百選事業
■豊かさと生きがいを目指す生涯学習の推進
　▶社会教育団体育成　▶学校施設開放事業　▶人権教育事業
▶地区公民館などの維持・整備事業
■市民図書館を拠点とした生涯学習の支援と読書環境の整備
　▶資料の収集と提供　▶調べもの・読書相談サービス
　▶郷土・行政資料の整備　▶生活情報・地域情報の収集、提供
　▶図書館ホームページの充実　▶移動図書館サービス

春日市の教育の基本目標
▶幅広い知識と教養を身に付け、豊かな創造性、個性
に富む市民
▶真理と正義を愛し、思いやりと共生の心を持ち、基本
的人権を尊重する市民
▶社会の一員として勤労を重んじ、まちづくりに主体
的に参画する実践力ある市民

▶自然を大切にし、潤いのある環境づくりに寄与する
市民
▶郷土の文化・伝統への理解を深め、ふるさとを愛す
る市民
▶諸外国の文化・伝統を尊重し、人類の平和と繁栄に
貢献できる市民

活力にあふれる
市民が育つ
社会教育

歴史・文化・スポーツに　
親しむまちづくり

子どもの心とからだを
はぐくむまちづくり

生きがいが生まれる
まちづくり

△発掘調査業務（発掘作業風景）

△移動図書館たんぽぽ号

△芸術文化ワークショップ（ダンス）
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春日市教育委員会が平成22年度に取り組む主要事業をお知らせします。
地域や保護者の皆さんの支援と協力をお願いします。

■チャレンジ精神、自主・自立心を
　はぐくむ取り組みの推進
　▶思考力問題の発行（知のチャレンジ事業）　
　▶各種コンクール・大会などへの参加奨励　▶ノーチャイム運動の展開
■豊かな人権感覚をはぐくむ活動の推進
　▶基底カリキュラムの活用　▶春日市人権・同和教育実践交流会
■児童生徒の心のサポートの推進
　▶いじめをなくす活動の強化　▶不登校児童生徒への対応　▶教育相談
■「春日市子ども読書活動推進計画」に基づく読書活動の推進
　▶学校図書館機能の充実　▶春日市読書調査
■心と体をはぐくむ食育・体づくりの推進
　▶小中学校給食　▶小中学校給食施設維持・整備事業　▶学力・体力テストの実施

問い合わせ先　教務課庶務給食担当  ☎（584）1111　 （584）1153
※　施策や事業に関する詳しい内容は、市ホームページで見ることができます。　 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

■開かれた学校づくり
　▶学校評価制度の拡充　
　▶コミュニティ・スクールの充実
■教育委員会の学校支援
　▶教育長出前トーク
　▶服務規律の徹底と規範力の養成
■学校、家庭、地域の連携
　▶校区再編事業の推進
　▶児童生徒の安全確保

平成22年度  春日市の教育
Ｅ Ｄ Ｕ Ｃ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ　 Ｋ Ａ Ｓ Ｕ Ｇ Ａ

▽春日市弥生の里児童画大賞展授賞式

次世代を担う
子どもが育つ
学校教育

きめ細かでゆとりある
教育環境の創造

児童生徒の生きる力を
はぐくむ環境づくり

学校運営・改善への支援

■きめ細かな教育指導体制の確立
▶小学校少人数学級編制（小学6年生）
▶小学校外国語活動の充実　▶教育指導の充実
▶特別支援教育の充実　▶担任サポート事業

■ゆとりある教育環境の創造・施設整備
▶エコスクールプランかすが
▶衛生推進者連絡協議会
▶学校事務共同実施
▶小中学校施設維持・整備事業
▶小中学校耐震化事業
▶小中学校緑のカーテン事業

△コミュニティ・スクール（会議の様子）

平成22年度  春日市の教育

◁春日中学校体育館
　建て替え
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　狂犬病は、人にも動物にも感染し、発病すればほぼ100％死に至る
恐ろしい病気です。数年前には、海外で犬にかまれ、帰国後狂犬病を
発症して亡くなるという事例がありました。
　また、行方不明になった飼い犬が事故に遭ったり、捕獲されたりする
ことがあります。そのようなときに、市への登録がないと、飼い主を
探し出すことは困難です。
　生後91日以上の犬は、必ず市へ登録し、毎年予防接種を受けてくだ
さい。

■狂犬病予防接種スケジュール
実施日 会場 実施時間

４
月

23
日
㈮

平田台地区公民館 午前9時20分〜10時20分
惣利地区公民館 午前10時35分〜11時30分
塚原台地区公民館 午後1時20分〜2時10分
松ヶ丘地区公民館 午後2時25分〜3時25分

26
日
㈪

若葉台西地区公民館 午前9時20分〜10時20分
小倉地区公民館 午前10時35分〜11時30分
紅葉ヶ丘地区公民館 午後1時20分〜2時20分
下白水北地区公民館 午後2時40分〜3時30分

27
日
㈫

昇町地区公民館 午前9時20分〜10時15分
白水池地区公民館 午前10時30分〜11時30分
上白水地区公民館 午後1時20分〜2時45分
宝町地区公民館 午後3時5分〜3時35分

28
日
㈬

光町地区公民館 午前9時20分〜9時40分
若葉台東地区公民館 午前9時55分〜10時25分
春日地区公民館 午前10時40分〜11時30分
大谷地区公民館 午後1時20分〜2時15分
春日原地区公民館 午後2時35分〜3時35分

５
月

20
日
㈭

桜ヶ丘地区公民館 午前9時10分〜9時50分
岡本地区公民館 午前10時5分〜10時45分
弥生地区公民館 午前11時〜11時30分
下白水南地区公民館 午後1時20分〜2時20分
泉地区公民館 午後2時35分〜3時35分

21
日
㈮

春日公園地区公民館 午前9時10分〜9時30分
ちくし台地区公民館 午前9時45分〜10時45分
浦の原集会場

（大土居地区公民館） 午前11時〜11時30分

天神山地区公民館 午後1時20分〜2時30分
白水ヶ丘地区公民館 午後2時45分〜3時35分

24
日
㈪

千歳町地区公民館 午前9時10分〜9時35分
日の出町地区公民館 午前9時55分〜10時25分
須玖北地区公民館 午前10時40分〜11時30分
須玖南地区公民館 午後1時20分〜2時
ふれあい文化センター
第2駐車場（市民図書館下） 午後2時20分〜3時30分

※　雨天時も実施します。
※　住んでいる地区以外の会場でも受けることができます。

狂犬病予防接種
　4月から5月にかけて、市内各地で狂犬病の予防接
種を実施します。この期間中に必ず受けてください。
日時・会場　右表のとおり
注射料金　3050円（動物病院の場合は異なる）

市への登録
　飼い犬を市に登録すると、鑑札を交付します。これ
を犬の首輪などに付けておけば、すぐに飼い主を捜
し出すことができて安心です。
　集団注射の際にも登録を受け付けます。一度登録
すれば一生有効です。
登録手数料　3000円
転出入の際は登録の変更を
　他市区町村から転入した人で、前住所地で犬を
登録している人は、登録の変更を市環境課（市役所
3階）で行ってください。
　集団注射の際にも受け付けますが、必ず鑑札を
持ってきてください。持ってきていない場合は、再
発行手数料（1600円）が必要となる場合がありま
す。

　
飼
い
方
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
や
ト
ラ

ブ
ル
が
増
え
て
お
り
、飼
い
主
の
モ
ラ
ル
が
問
わ

れ
る
問
題
も
多
く
出
て
い
ま
す
。

　
一
番
多
い
苦
情
は
、フ
ン
と
尿
に
関
す
る
も
の

で
す
。公
園
や
花
壇
に
は
、必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
犬
の
フ
ン
が
見
ら
れ
ま
す
。フ
ン
に
は
、サ
ル
モ

ネ
ラ
菌
や
大
腸
菌
が
常
在
し
て
お
り
、公
園
な
ど

で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
に
触
れ
る
と
、食
中

毒
な
ど
を
引
き
起
こ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。フ
ン

は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　
尿
を
さ
せ
る
場
所
も
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
な

と
こ
ろ
を
選
び
、排
尿
後
は
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

で
持
参
し
た
水
で
必
ず
流
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、社
会
に
は
犬
が
好
き
な
人
も
い
れ
ば
、怖

い
と
思
う
人
も
い
ま
す
。散
歩
の
際
は
必
ず
リ
ー

ド
で
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

思いやり＋しつけ＝愛情

散歩のマナーを守りましょう

問い合わせ先　環境課生活環境担当　 （584）1111　 （584）1147

犬の登録を忘れずに狂犬病予防注射と



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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春
日
市
の
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
は
、申
請
に
よ
り
、「
後

期
高
齢
者
は
り
・
き
ゅ
う
受
療
証
」の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
が
指
定
し
た
、は
り
・
き
ゅ
う
施
術

所
で
、交
付
さ
れ
た
受
療
証
と
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
提
示
す
る

と
、助
成
に
よ
り
施
術
料
金
が
次
の
金

額
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
受
給
証
の
有
効
期
限
は

年
度
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

現
在
受
療
証
を
持
っ
て
い
る
人
も
、４

月
以
降
に
助
成
を
受
け
る
に
は
、再
度

申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、国
民
健
康
保
険
に
も
同
様
の

制
度（
７
月
更
新
）が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
な
場
合
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

施
術
料
金

▽
一
術（
は
り
・
き
ゅ
う
い
ず
れ
か
）

　

６
１
０
円

▽
二
術（
は
り
・
き
ゅ
う
両
方
）

　

７
６
０
円

※ 

助
成
は
、１
日
１
回
、１
カ
月
に
10

回
を
限
度
と
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証（
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
）

▽
印
鑑

申
請
先　

国
保
年
金
課
医
療
担
当
・
国

保
担
当（
市
役
所
１
階
）

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
後期高齢者医療制度加入者のはり・きゅう費

助成します

国保年金課 医療担当・国保担当　 （584）1111 （584）1141

離
職
者
で
あ
っ
て
就
労
能
力
お
よ

び
就
労
意
欲
が
あ
る
人
の
う

ち
、住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
人
ま
た
は

喪
失
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
人
を
対
象

に
、住
宅
と
就
労
機
会
の
確
保
を
支
援

す
る「
住
宅
手
当
」の
要
件
が
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。

実
施
時
期　
４
月
１
日
か
ら

内
容　
左
表
の
と
お
り

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
住宅手当の要件

４月１日から緩和されました

福祉計画課 保護担当　 （584）1111 （584）3090

現行 改正後

支
給
要
件
の
緩
和

収入要件

単
身
世
帯

月収8.4万円以下の人
【住宅手当支給額＝家賃額※1】

月収11.6万円以下の人まで拡大

今回拡大対象となる人は以下のとおり（月収8.4万
円以下の人は現行どおり）
【住宅手当支給額＝8.4万円ー（月収ー家賃額※1）】

複
数
世
帯

月収17.2万円以下の人
【住宅手当支給額＝家賃額※1】

（2人世帯）月収17.2万円以下の人は現行どおり
（3人以上世帯）月収21.3万円以下の人まで拡大

今回拡大対象となる人は以下のとおり（月収8.4万
円以下の人は現行どおり）
【住宅手当支給額＝17.2万円ー（月収ー家賃額※1）】

収入要件の
判定時期

申請日の属する月の収入が要件に
該当する人が対象

離職などにより申請日の属する月の翌月から収入要
件に該当することが明らかな人も対象

離職時期
要件 申請時、2年以内に離職した人 平成19年10月1日以降に離職した人も対象

世帯主要件 離職前に世帯主であった人 離職時は世帯主ではなかったが、離職などにより申
請時には世帯主である人も対象

就職活動要件の
強化

ハローワークにおける職業相談（月
1回以上）および自治体による面接
支援（月2回以上）を受けること

「原則週1回以上の求人先への応募など」を追加

支給期間の延長 最長6カ月間 上記の就職活動要件を誠実に実施している人につ
いては、3カ月延長を可能とし、最長9カ月間

※1　家賃額は住宅手当基準額（地域により異なる）を上限　

■要件緩和の内容
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春
日
市
図
書
館
協
議
会
は
、春
日
市
民
図

書
館
の
運
営
に
つ
い
て
の
審
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。よ
り
充
実
し
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
展
開
を
目
指
し
て
、委
員
の
公
募
を
行
い
ま

す
。

　

会
議
で
は
、図
書
館
の
運
営
に
関
し
、館
長
の

諮
問
に
応
じ
る
と
と
も
に
、意
見
を
述
べ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

市
民
図
書
館
に
深
い
関
心
を
持
ち
、熱
意
の

あ
る
人
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　
次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す
る
20
歳

以
上
の
人

▽
市
内
に
居
住
、通
勤
ま
た
は
通
学
し
て
い
る

▽
年
３
回
程
度
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る

※　

国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
お
よ
び
常
勤

の
公
務
員
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

任
期　
７
月
１
日
〜
平
成
24
年
3
月
31
日

募
集
人
員　
２
人

報
酬　
会
議
出
席
に
応
じ
て
規
定
額
を
支
給

応
募
方
法　

４
月
１
日
㈭
〜
23
日
㈮（
消
印
有

効
）に
、所
定
の
応
募
用
紙
と
作
文「
こ

れ
か
ら
の
春
日
市
民
図
書
館
に
求
め
る

も
の
」（
１
２
０
０
字
程
度
・
様
式
自
由
）

を
提
出
す
る（
郵
送
可
）

※　

応
募
用
紙
は
、４
月
１
日
か
ら
市
民
図
書

館
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、市
お
よ
び
市
民
図
書
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（

http://w
w

w.library.city.
kasuga.fukuoka.jp/hp/

）か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。

応
募
先　

春
日
市
民
図
書
館（
〒
816
ー
０
８
３

１
大
谷
６
ー
24
）

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
春日市図書館協議会

委員を募集します

春日市民図書館　 （584）4646 （584）3900

市
は「
市
民
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」の
実
現
を
目
指
し
、春
日
市
地
域
福

祉
計
画「
春
日
市
地
域
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ン
」（
計
画
期

間
５
年
）を
平
成
18
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
期
間
満
了
に
伴
う
、第
２
次
地
域
福

祉
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
、広
く
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
な
ど
を
反
映
し
て
い
く
た
め
、春
日
市
地
域

福
祉
計
画
策
定
検
討
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

市
の
地
域
福
祉
推
進
を
長
期
的
で
幅
広
い
視
点
か

ら
検
討
し
ま
す
の
で
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
市
民
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

20
歳
以
上
の
市
民（
平
成
22
年
４
月
１
日
現

在
）

依
頼
期
間　
依
頼
後
１
年
以
内

募
集
人
員　
２
人

※　

報
酬
や
交
通
費
な
ど
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

選
考
方
法　
書
類
審
査

応
募
方
法　

４
月
16
日
㈮（
消
印
有
効
）ま
で
に
、所

定
の
応
募
用
紙
に
次
の
内
容
を
書
い
て
提
出

す
る（
郵
送
可
）

▽
作
文「
地
域
福
祉
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
」（
１
２
０
０
字
程
度
）

▽
氏
名
、住
所
、性
別
、電
話
番
号
、応
募
理
由
、地
域

で
の
活
動
歴
な
ど

※　

応
募
用
紙
は
福
祉
計
画
課（
市
役
所
１
階
）ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

な
お
、５
月
中
旬
ま
で
に
、結
果
通
知
書
を
郵
送

し
ま
す
。

応
募
先　

福
祉
計
画
課
地
域
福
祉
担
当（
〒
816
ー

８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
春日市地域福祉計画策定検討会委員

市民委員を募集します

福祉計画課 地域福祉担当　 （584）1111 （584）3090

日の出町自治会
「宝くじ普及広報事業」の
緑化推進助成を受けました
　日の出町自治会が、㈶自治総合センターの

「宝くじ普及広報事業」の助成を受け、老朽化
していた花壇やプランターを新しく購入し、
雨風に強い冬季の花（ミニシクラメン、ウィン
ターパンジー、アリッサム）を植えました。
　土入れから、種まき・植え付けまで、住民が
協力し、現在は、老人会を中心としたボラン
ティアの手入れによって色とりどりの花を咲
かせています。
　宝くじの普及宣伝活動である今回の事業
が、高齢者の皆さんの外出のきっかけとなり、
また、地域の人々の触れ合いの機会になれば
と考えています。
　近くに立ち寄った際は、ぜひ観賞してくだ
さい。
問い合わせ先　地域づくり課地域づくり担当
　　 （584）1111　 （584）1153
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家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
削
減
す
る
た

め
、生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
を
補
助

（
１
世
帯
１
回
限
り
）し
ま
す
。

　

購
入
後
、１
年
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

春
日
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、処
理
機

（
容
器
）を
市
内
で
使
用
す
る
人

補
助
額

▽
電
動
生
ご
み
処
理
機

購
入
額
の
２
分
の
１（
上
限
２
万
円
）

▽
生
ご
み
処
理
容
器（
設
置
型
・
密
閉
型
）

購
入
額
の
２
分
の
１（
上
限
３
０
０
０
円
）

※　

密
閉
型（
発
酵
菌
投
入
式
）は
、２
台
ま
で

補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

定
員（
先
着
順
）

▽
電
動
生
ご
み
処
理
機　

35
人

▽
生
ご
み
処
理
容
器　

20
人

申
込
方
法　
領
収
書
の
原
本（
購
入
者
氏
名
、処

理
機
の
名
称
、購
入
日
が
明
記
さ
れ
た

も
の
）、保
証
書
の
原
本（
電
動
生
ご
み

処
理
機
の
み
で
、処
理
機
に
付
属
す
る

も
の
）、印
鑑
、購
入
者
名
義
の
通
帳
を

持
参
し
、直
接
窓
口
で
申
請
す
る

申
請
先　
ご
み
減
量
推
進
課（
市
役
所
３
階
）

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
購入費を補助します

生ごみ処理機

ごみ減量推進課　 （584）1111 （584）1147

雇
用
失
業
状
況
を
考
慮

し
、市
は
、平
成
22
年
度

も
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
離
職
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
非
正
規
労
働
者
や
中

高
年
齢
者
な
ど
の
失
業
者
に
対

し
て
、次
の
雇
用
ま
で
の
短
期

の
雇
用
・
就
業
機
会
を
創
出
す

る
も
の
で
す
。

　

な
お
、各
事
業
の
求
人
募
集

は
、原
則
と
し
て
市
ま
た
は
事

業
の
受
託
者
が
公
共
職
業
安
定

所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）に
求
人
票

を
提
出
し
て
行
い
ま
す
。

対
象
者　
原
則
と
し
て
市
内
に

居
住
し
、求
職
し
て
い

る
人

雇
用
期
間　
原
則
と
し
て
６
カ

月
以
内（
更
新
が
１
回

行
わ
れ
る
場
合
あ
り
）

※　

雇
用
期
間
は
事
業
ご
と
に

異
な
り
ま
す
。

対
象
事
業　
下
表
の
と
お
り

申
込
方
法　
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）で
求

人
情
報
を
確
認
の
上
、

求
職
手
続
き
を
行
う

※　

事
業
の
詳
細
は
、各
担
当

課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
平成22年度緊急雇用対策（緊急雇用創出事業）

短期の雇用・就業機会を創出

地域づくり課 商工農政担当　 （584）1111 （584）1153

事業名 内容 求人数 募集時期 雇用期間 委託先 担当課

① JR春日駅地下歩道啓発事業
千春地下歩道での通行指
導業務 4 6月 7月〜

平成23年3月
春日市シルバー
人材センター

道路防災課道路管理担当
（584）1111
（584）1143

② 道路除草作業業務委託事業 道路上の除草作業 4 4月 5月〜12月 未定
道路防災課道路管理担当
（584）1111
（584）1143

③ 寄贈図書受け入れ事業
寄贈図書の装備（フィルム
カバーかけなど） 1 8月 10月〜11月 市が直接実施

社会教育課図書館担当
（584）4646
（584）3900

④ 小中学校樹木等整備事業
小中学校の樹木せん定・除
草作業 10 5月上旬 6月〜9月 未定

教務課施設計画担当
（584）1111
（584）1153

⑤
長期保存文書の
電子化および電子
文書目録作成業務

文書目録の入力作業、文書
のPDF化作業など 2 4月中旬 6月〜10月 市が直接実施

情報政策課情報公開広報担当
（584）1111
（584）1142

⑥ 自然環境マップ作成事業
市内動植物生育・生息状
況調査、調査結果入力作業 3 8月 10月〜

平成23年3月 未定
環境課環境計画担当
（584）1111
（584）1147

※1　①は、高齢者の失業者を対象とし、春日市シルバー人材センターを通して募集します。
※2　求人数、募集時期、雇用期間は変更する場合があります。

■平成22年度実施事業一覧

▲設置型生ごみ処理容器
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市
民
公
益
活
動（
営
利
を
目

的
と
せ
ず
、複
数
の
市
民

が
自
発
的
・
継
続
的
に
行
う
、地
域

社
会
に
貢
献
す
る
活
動
）の
事
業

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と

で
、事
業
の
活
性
化
を
図
る
と
と

も
に
、団
体
の
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

対
象
団
体　
次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
団
体

▽
春
日
市
民
の
生
活
の
向
上
や
改

善
・
地
域
課
題
解
決
の
た
め
に

活
動
し
て
い
る

▽
団
体
構
成
員
が
10
人
以
上
で
、

そ
の
半
数
以
上
が
市
内
に
居
住

ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

▽
代
表
者
を
定
め
、名
簿
・
団
体
規

約
な
ど
が
あ
り
、運
営
や
責
任

体
制
が
明
確
で
あ
る

※　

団
体
構
成
員
以
外
の
人
の
参

加
を
認
め
な
い
団
体
や
特
定
地

域
の
み
に
寄
与
す
る
事
業
を
行

う
団
体
は
除
き
ま
す
。

対
象
事
業・
補
助
金
額　

下
表
の

と
お
り

申
請
方
法　

５
月
31
日
㈪
ま
で

に
、地
域
づ
く
り
課（
市
役

所
４
階
）に
あ
る
申
請
書

と
必
要
書
類（
団
体
規
約
、

構
成
員
名
簿
、年
間
事
業

計
画
書
、直
近
２
カ
年
度

の
決
算
書
、平
成
22
年
度

予
算
書
）を
提
出
す
る

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

申
請
先　
地
域
づ
く
り
課
地
域
づ

く
り
担
当

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
平成22年度春日市市民公益活動事業補助金制度

市民公益活動を支援します

地域づくり課 地域づくり担当　 （584）1111 （584）1153

要件 補助金額

新規
事業

市民公益活動のうち、平成22年度中に新たに実施する
事業で、他の補助金などの交付を受ける予定がないも
の

対象となる経費の3分の2と20万円を比
較して、どちらか低い額

継続
事業

活動開始から4年度以上が経過し、平成22年度中に見
直しを行って継続する事業で、他の補助金などの交付を
受ける予定がないもの（過去に補助金などの交付を受
けた事業は補助金の交付から5年度以上が経過してい
れば申請可）

対象となる経費の3分の2と15万円を比
較して、どちらか低い額

■申請対象事業・補助金額（上限額）

地
域
の
安
全
・
安
心
を
市
民
の
皆

さ
ん
の
力
で
実
現
し
て
い
く
た

め
の
取
り
組
み
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。総

合
情
報
メ
ー
ル

防
犯
・
防
災
情
報
を
中
心
に
、11
分

野
の
行
政
情
報
の
中
か
ら
希
望
す
る

情
報（
複
数
選
択
可
）を
個
人
の
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
で
配
信

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

不
審
者
情
報
の
ほ
か
、子
育
て
情

報
や
健
康
情
報
な
ど
手
軽
に
行
政
情

報
が
入
手
で
き
ま
す
。現
在
の
登
録

者
数
は
約
７
０
０
０
人
で
す
。

登
録
方
法　
①
次
の
ア
ド
レ
ス
に
空

メ
ー
ル
を
送
信
②
返
信
さ
れ

て
く
る
メ
ー
ル
に
書
き
込
ま

れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
③

登
録
フ
ォ
ー
ム
を
呼
び
出
し

画
面
の
指
示
に
従
っ
て
入
力

送
信
先
ア
ド
レ
ス
　

ke-as-
anzen@

ansinkasuga.jp

※　

パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
を
拒

否
し
て
い
る
人
は
、ま
ず
パ
ソ
コ

ン
か
ら
の
メ
ー
ル
が
受
信
で
き
る

設
定
に
し
て
く
だ
さ
い
。ド
メ
イ

ン
指
定
を
選
択
す
る
場
合
の
ド
メ

イ
ン
は
、「ansinkasuga.jp

」で

す
。ま

た
、次
の
携
帯
電
話
用
バ
ー

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、「
配
信
登
録

の
ご
案
内
」の
画
面
か
ら
登
録
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

つ
い
で
隊

筑
紫
地
区
４
市
１
町
統
一
の
取
り

組
み
で
す
。散
歩
や
買
い
物
の「
つ

い
で
」に
ま
ち
を
見
守
っ
て
い
た
だ

く
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。春

日
市
で
の
現
在
の
登
録
者
数
は
約

３
６
０
０
人
で
す
。

登
録
方
法　

地
域
づ
く
り
課（
市
役

所
４
階
）ま
た
は
最
寄
り
の

公
民
館
で
登
録
申
込
書
に
記

入
し
、腕
章（
無
料
）を
受
け

取
る

※　

公
民
館
で
申
し
込
ん
だ
場
合
、

腕
章
は
後
日
公
民
館
で
お
渡
し
し

ま
す
。

な
お
、腕
章
以
外
に
ワ
ッ
ペ
ン

（
２
０
０
円
）も
あ
り
ま
す
。詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
総合情報メール・ついで隊

登録者募集

地域づくり課 地域づくり担当　 （584）1111 （584）1153

■携帯用バーコード
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　自転車の事故は福岡県内で年間約7800件発
生しており、全事故に対する割合は約18％にも
なります。
　そこで春日市では、自転車の通行が多い光町
交差点から西側100ｍの車道上に自転車専用
レーン（青色表示）を整備しました。
　自転車は手軽で便利、環境に優しい乗物です
が、使い方を間違えると凶器にもなります。自転
車を利用する場合のルールやマナーを守り、安
全に走りましょう。
▷走行は車道の左側を通りましょう。
▷2台以上の並進は禁止されています。
▷ブレーキをかけ、スピードをコントロールし

ながら走りましょう。
問い合わせ先　道路防災課 道路管理担当
　　 （584）1111　 （584）1143

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
は
、毎
年
度

申
請
が
必
要
で
す
。平
成
21
年
度
申
請

分
に
つ
い
て
は
、３
月
で
猶
予
の
対
象
期
間
が

終
了
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度（
平
成
22
年
４
月
か
ら
平
成
23

年
３
月
分
）に
つ
い
て
は
、４
月
か
ら
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
の
で
、早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

▽
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

▽
年
金
手
帳

▽
印
鑑（
本
人
が
手
続
き
を
す
る
場
合
は
不
要
）

学
生
納
付
特
例
と
は

学
生
で
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人

は
、申
請
し
承
認
さ
れ
る
と
、保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。学
生
納
付
特
例
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す（【
注
】年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な

い
）。ま

た
、万
が
一
の
際
に
受
給
で
き
る
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
必
要
な
受
給

資
格
期
間
に
も
算
入
さ
れ
ま
す
。詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
注
】　

将
来
の
年
金
額
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に

は
、学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
て
か

ら
10
年
以
内
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

（
追
納
）が
必
要
で
す
。た
だ
し
、承
認
を
受

け
て
か
ら
２
年
度
を
過
ぎ
て
追
納
す
る
場

合
は
、当
時
の
保
険
料
額
に
、経
過
期
間
に

応
じ
た
加
算
金
を
上
乗
せ
し
て
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
先　

国
保
年
金
課
年
金
担
当（
市
役
所
１

階
）

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
学生納付特例の申請はお早めに

国民年金

国保年金課 年金担当　 （584）1111 （584）1141

九
州
新
幹
線
の
工
事
の
た
め
、駐
輪
場
の
場
所

を
、新
幹
線
高
架
下
に
変
更
し
ま
し
た
。現

在
、ト
ン
ネ
ル
内
駐
輪
場
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

新
し
い
駐
輪
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
自転車駐車場の場所を変更しました
博多南駅近くの

道路防災課 道路管理担当　 （584）1111 （584）1143

感電事故にご注意ください
九州新幹線の開通工事

　九州新幹線博多・八代間の開通工事について
は順調に進んでおり、来年3月末の完成に向け
て最終段階にかかろうとしています。
　このため4月14日㈬から、新幹線施設のさま
ざまな試験のため、電気を送り始める予定です。
電気を送り始めると、新幹線の架線などに高圧
の電流が流れます。誤って触れたり近づいたり
すると、感電して大けがをするなど、人命にかか
わる大事故につながる恐れがあり、大変危険で
す。
　感電事故を未然に防ぐために、次のことを
守ってください。
▷新幹線用地内には入らない
▷架線などには近づいたり触れたりしない
▷架線などに棒などを近づけたりしない
▷新幹線用地内に物を投げ込まない
▷新幹線の近くで「たこ揚げ」などをしない
問い合わせ先　独立行政法人　鉄道建設・運輸

施設整備支援機構　鳥栖鉄道電気建設所
0940（22）6755

〜守ろう！自転車マナー〜

博多南駅

春日市

那珂川町

中原4丁目交差点
ガソリン
スタンド

新しい駐輪場
（新幹線高架下）

以前の駐輪場
（トンネル内歩道上）
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筑慈苑（火葬場）
休館日のお知らせ

　筑慈苑では施設の点検などの
ため、火葬利用ができない日を
1月1日のほかに、春季・秋季に
各1日設けています。このうち、
春季の休館日をお知らせしま
す。
春季休館日　4月19日㈪
※　葬斎施設・霊安室について

は、通常どおり利用できます。
問い合わせ先　筑慈苑（筑紫野

市大字山
や ま え

家3745ｰ1）
　　 （926）1892
　　 （926）3981

厚
生
労
働
省
で
は
毎

年
、人
口
動
態
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、国

勢
調
査
が
行
わ
れ
る
年
に

は
、人
口
動
態
職
業
・
産
業
調

査
を
実
施
し
、出
生
・
死
亡
・

死
産
・
結
婚
・
離
婚
の
各
届
け

出
書
に
職
業（
死
亡
届
に
は

産
業
も
）の
記
入
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
国
勢
調
査
の
実
施

年
に
当
た
っ
て
い
る
の
で
、

届
け
出
を
す
る
人
は
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、調
査
結
果
は
、今
後

の
厚
生
労
働
行
政
の
基
礎
資

料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

調
査
対
象　
出
生
・
死
亡
・
死

産
・
婚
姻
・
離
婚
の
届

け
出
を
す
る
人

調
査
期
間　
４
月
１
日
〜
平

成
23
年
３
月
31
日

（
１
年
間
）

調
査
方
法　
各
届
け
出
書
の

記
入
欄
に
職
業
・
産

業
を
記
入

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
人口動態調査にご協力ください

出生・死亡・死産・婚姻・離婚の届け出をする人へ

市民課 受付戸籍担当　 （584）1111 （584）1141

　「国勢調査」は、日本に住むすべての人を対象として、全
国一斉に行われる、我が国最大の調査です。大正9年（1920
年）から5年ごとに行われ、今年で19回目になります。
　国勢調査により作成される統計は、国、都道府県、市町村
における各種行政施策の立案・実施のためだけでなく、民間
企業や各種団体、大学、研究所などにおいても、広く活用さ
れています。
　調査の内容などについては、今後の市報で随時お知らせ
します。
　正確な統計を作成するために、皆さんのご協力をお願い
します。

国勢調査の調査員を募集します
業務内容　受け持ち地域内の全世帯（50〜90世帯程度）

を訪問し、調査についての説明・調査票の配布・回収・
検査などを行う

対象
▷年齢が20歳以上で、税務、警察、選挙に直接関係のない人
▷調査に関する秘密の保護を厳守できる人
期間　9月上旬〜11月上旬（予定）
報酬　3万〜6万円程度（予定）
※　担当する世帯数により変わります。
募集人数　500人程度
応募方法　印鑑を持参し、地域づくり課（市役所4階）で

「統計調査員希望者登録カード」に記入し提出する
か、電話で申し込む

※　すでに調査員の登録をしている人は、市から連絡し
ます。

問い合わせ先　地域づくり課商工農政担当
　 （584）1111　 （584）1153　

「
電
話
お
願
い
手
帳
」は
、耳
や
言
葉

の
不
自
由
な
人
が
、外
出
先
な
ど

で
周
囲
の
人
に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
き

に
利
用
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
手
帳
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
発
行
し
た
も
の
で
、Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
各
支
店
や
地
方
公
共
団
体
、福
祉
団
体
な

ど
を
通
じ
て
無
料
で
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
役
所
庁
舎
内
に
も
置
い
て
い
る
の
で
、必

要
な
人
は
自
由
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
の
手
帳
を
持
っ
た
人
が
困
っ
て
い
た

ら
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
電話お願い手帳

ご協力をお願いします

福祉支援課 障害担当　 （584）1111 （584）3090

～10月1日は国勢調査の日～

シリーズ

国勢調査教えて

1：国勢調査ってなんだろう？
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〜まちの話題や人の紹介〜

　2月9日から25日まで、春日北小学校で「ふれあい
ジャンプ」が行われました。
　これは、児童の体力向上を図ると同時に、運動に親し
む態度を身に付けてもらおうと行われたもの。リズム
縄跳び、時間跳び、長縄跳びの内容で、各児童が目標に
向かって粘り強く取り組み、記録を伸ばしていきまし
た。
　最後の3日間は、各学年に分かれて長縄跳びの記録
会を実施。特に高学年は円陣を組み、掛け声を上げるな
ど、気合いの感じられる白熱したジャンプ大会になり
ました。

（広報レポーター　税
さいしょ

所明
あ け み

美）

春日北小学校

ふれあいジャンプ

　2月8日、春日東小学校の生徒が、井上市長に「コミュ
ニティバスやよいの改善策」についてのパブリックコ
メントを提出しました。
　これは6年5組の生徒28人が、社会科学習「わたした
ちの願いを実現する政治」の一環として研究を行って
きたもので、どのようにすればコミュニティバスの利
用者が増加するのかを「時刻表の改善」、「サービスの改
善」、「路線の改善」の３つの視点から話し合い、その結
果をパブリックコメントとして提出しました。

春日東小学校６年生

パブリックコメントを提出

　2月21日、「次世代育成支援対策春日市行動計画（春
日市子ども・子育てにこにこプラン）」の後期計画につ
いて、同計画策定委員が答申を行いました。
　この計画は、子どもの健やかな成長と子育て支援を
総合的に展開していくため、次世代育成支援対策推進
法に基づき、平成17年から10年間の行動計画を定め
るもの。会長の牧

まき
 正

せいこう
興さん（福岡女学院大学教授）をは

じめ9人の策定委員から、今後5年間の後期計画につい
て、貴重な意見を頂きました。　

春日市子ども・子育てにこにこプラン

後期計画の答申
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福
岡
県
消
防
職
員

意
見
発
表
会

　

県
内
各
地
の
消
防
士
が
、災
害
現
場

で
の
出
来
事
や
防
災
意
識
啓
発
活
動
な

ど
、日
ご
ろ
の
業
務
で
感
じ
た
意
見
を

発
表
し
ま
す
。

　

料
金
・
申
し
込
み
は
不
要
で
、誰
で
も

自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

日
時　

４
月
８
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野
城

市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
・
大
野
城
・
那
珂

川
消
防
本
部
総
務
課
庶
務
係

（
５
８
４
）１
１
９
２

（
５
８
４
）１
１
９
４

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

白
水
大
池
公
園
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）と
一
緒
に
、楽
し
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。体
力
に

合
わ
せ
て
７
㎞
と
４
・
５
㎞
の
２
コ
ー

ス
か
ら
選
べ
ま
す
。

日
時　

４
月
14
日
㈬（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

※　

今
年
度
か
ら
、開
催
曜
日
を
水
曜

日
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

集
合
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※　

タ
オ
ル
・
水
筒
・
帽
子
を
持
っ
て
、

歩
き
や
す
い
服
装
、運
動
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い（
予
約
不
要
）。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

参
加
者
募
集

障
害
者
水
泳
教
室

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
18
歳
以
上
の
身
体
障
害

者
・
知
的
障
害
者

日
程　

４
月
22
日
〜
平
成
23
年
３
月
24

日
の
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

（
12
月
23
日
を
除
く
・
計
22
回
）

※　

８
月
は
第
１
・
第
４
木
曜
日
、９
月

は
第
２
・
第
５
木
曜
日
に
行
い
ま
す
。

　

な
お
、日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所　

市
民
温
水
プ
ー
ル（
大
谷
６
ー

28
）

参
加
費　

無
料

※　

毎
回
プ
ー
ル
利
用
料
２
１
０
円
が

必
要
で
す
。

定
員　

30
人

※　

申
込
多
数
の
場
合
、初
め
て
参
加

す
る
人
を
優
先
し
て
抽
選
し
ま
す
。

申
込
方
法　

４
月
８
日
㈭
ま
で
に
、申

込
書
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
票
を
提

出
す
る（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

※　

申
込
書
な
ど
は
、福
祉
支
援
課（
市

役
所
１
階
）と
福
祉
ぱ
れ
っ
と
館（
小

倉
３
ー
２
４
２
ー
１
）に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課

障
害
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
初
級（
夜
間
）・
講
習
会

　

母
子
家
庭
の
母
と
寡
婦
の
自
立
促
進

の
た
め
の
講
習
会
で
す
。

科
目　

｢

パ
ソ
コ
ン
初
級｣

（
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

対
象　

母
子
家
庭
の
母
か
寡
婦
で
、就

職
ま
た
は
転
職
を
希
望
す
る
人

日
時　

５
月
11
日
㈫
〜
21
日
㈮（
計
８

日
）

午
後
６
時
〜
９
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
Ｏ
Ａ

ル
ー
ム（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

受
講
料　

３
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
・

半
数
以
下
の
場
合
中
止
）

託
児　

１
〜
６
歳
の
未
就
学
児（
要
予

約
）

申
込
方
法　

４
月
19
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、申
込
書
を
送
る

※　

申
込
書
は
、こ
ど
も
未
来
課（
市
役

所
２
階
）と
同
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
）

（
５
８
４
）３
９
３
１

（
５
８
４
）３
９
２
３

つ
く
し
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

献
血
に
ご
協
力
を

日
時　

４
月
21
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

西
友
ザ
・
モ
ー
ル
春
日
正
面
入

口（
春
日
５
ー
17
）

※　

輸
血
用
血
液
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、健
康
状
態
な
ど
に
よ
っ
て
は

献
血
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。献

血
の
可
否
が
不
明
な
場
合
は
、

福
岡
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー（

（
９
２
１
）１
４
０
０
）へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
５
８
２
）７
６
０
０

（
５
８
２
）１
５
１
１

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　

母
子
家
庭
の
養
育
費
な
ど
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
希
望
者
は
相
談
日
前
日
ま
で
に

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
日

▽
毎
月
第
１
水
曜
日

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

▽
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所　

同
セ
ン
タ
ー
内（
原
町
３
ー

１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東

棟
６
階
）

定
員　

各
４
人（
申
込
先
着
順
）

相
談
時
間　

１
人
30
分

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）３
９
２
２

（
５
８
４
）３
９
２
３



K A S U G A         C I T Y13

情報ひろば

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、三
角
き
ん
、手
拭
き

タ
オ
ル
、託
児
に
必
要
な
道
具

（
名
前
を
書
い
て
お
く
）

申
込
方
法　

４
月
１
日
㈭
〜
９
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も

の
生
年
月
日
、託
児
の
有
無
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

福
岡
県
認
定
リ
サ
イ
ク
ル
製
品

認
定
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

　

県
は
、品
質
や
安
全
性
な
ど
の
面
で

一
定
の
基
準
を
満
た
す
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
に
つ
い
て
認
定
を
行
い
、そ
の
利
用

促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
受
け
付
け
を
始
め
ま

す
の
で
、認
定
を
希
望
す
る
製
品
が
あ

れ
ば
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

４
月
12
日
㈪
〜
23
日
㈮

※　

認
定
の
対
象
と
な
る
製
品
や
申
請

方
法
な
ど
、詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（

http://w
w

w
.recycle-ken.

or.jp/nintei/index.htm
l

）で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
循
環
型
社
会

推
進
課
リ
サ
イ
ク
ル
係

（
６
４
３
）３
３
７
２

（
６
４
３
）３
３
７
７

じ
ま
す
。

　

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
会
場

▽
４
月
13
日
㈫　

須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

（
須
玖
南
２
ー
１
２
０
）

▽
４
月
27
日
㈫　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

▽
５
月
11
日
㈫　

光
町
児
童
セ
ン
タ
ー

（
光
町
２
ー
１
８
０
ー
４
）

▽
５
月
25
日
㈫　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時（
児
童

セ
ン
タ
ー
の
場
合
は
午
前
11
時

30
分
ま
で)

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　

赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
の
た
め
の
、成
長
に
応
じ
た

離
乳
食
と
そ
の
作
り
方
の
教
室（
離
乳

食
中
期
以
降
の
話
が
中
心
）で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、託
児（
１
人
３
０
０

円
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　

６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者

日
時　

４
月
14
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付　

午
後
１
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　

２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
22
年
度
福
祉
会
員
募
集

　

地
域
福
祉
活
動
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
充
実
す
る
た
め
に
、同
協
議

会
の
福
祉
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
の
た
め
、ぜ
ひ
加
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

会
費（
一
口
）

▽
一
般
会
員　

１
２
０
０
円

▽
賛
助
会
員　

１
万
円

▽
特
別
会
員　

３
万
円

▽
法
人
会
員　

５
０
０
０
円

加
入
方
法　

会
費
を
持
参
し
、申
し
込

む（
郵
便
振
込
可
）

申
込
先

▽
各
地
区
公
民
館

▽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ナ
ギ
の
木
苑
」

（
下
白
水
１
０
４
ー
13
）

▽
同
協
議
会（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会
地
域
福
祉

課

（
５
８
１
）７
２
２
５

（
５
８
１
）７
２
５
８

手
話
通
訳
者
を
目
指
し
ま
せ
ん
か

入
門
手
話
講
習
会

　

聴
覚
障
害
者
の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る「
手
話
」を
学

び
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人

※　

受
講
後
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

日
時　

５
月
13
日
〜
11
月
11
日
の
毎
週

木
曜
日（
８
月
12
日
を
除
く
・
計

25
回
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
視
聴
覚
室

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

受
講
料　

１
２
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

定
員　

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

４
月
20
日
㈫（
必
着
）ま

で
に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番

号
、住
所（
市
外
居
住
者
は
勤
務

先
・
学
校
名
も
）、氏
名（
ふ
り
が

な
）、年
齢
、電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

番
号
、受
講
動
機
を
書
い
て
送

る

※　

受
講
の
可
否
は
、４
月
30
日
㈮
ま

で
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課

障
害
担
当（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０　

子
育
て
女
性
の
た
め
の

就
業
相
談

　

子
育
て
中
の
女
性
で
、こ
れ
か
ら
働

き
始
め
る
こ
と
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、

ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

女
性
就
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、個
別

に
就
業
に
関
す
る
相
談
・
仕
事
あ
っ

せ
ん
の
登
録
申
し
込
み（
無
料
）を
受
け

て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
日
時　

毎
月
第
４
水
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※　

４
月
か
ら
、日
時
を
変
更
し
て
い

ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

相
談
日
の
前
々
日（
土
・
日

曜
日
、祝
日
を
含
め
な
い
）ま
で

に
、電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
あ
す
ば

る
）（
原
町
３
ー
１
ー
７
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

（
５
８
４
）１
２
６
６

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

す
く
す
く
育
児
相
談

　

身
長
・
体
重
の
測
定
や
離
乳
食
、育

児
、成
長
発
達
、予
防
接
種
な
ど
に
つ
い

て
、保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が
相
談
に
応
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期
間　

４
〜
７
月（
計
15
回
）

時
間　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
研
修
室

（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

講
座（
定
員
）・
開
催
曜
日

○
日
常
英
会
話（
15
人
）

木
曜
日（
４
月
15
日
㈭
開
講
）

○
中
国
語
会
話（
15
人
）

金
曜
日（
４
月
16
日
㈮
開
講
）

○
韓
国
語
会
話（
10
人
）

金
曜
日（
４
月
16
日
㈮
開
講
）

時
間　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

※　

各
講
座
と
も
、開
講
初
日
の
講
座

は
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
で

す
が
、申
し
込
み
が
少
な
い
場
合
は

講
座
を
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

受
講
料　

各
１
万
３
０
０
０
円（
15
回

分
一
括
前
納
）

申
込
方
法　

４
月
10
日
㈯
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、電

話
番
号
、希
望
講
座
名
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会
事
務

局　

浜は
ま
べ辺

（
５
９
３
）５
８
９
３（

兼
用
）

福
岡
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

暴
力
被
害
集
中
相
談

　

暴
力
団
に
よ
る
被
害
者
の
早
期
救
済

を
目
的
に
、警
察
や
弁
護
士
会
、県
暴

福
岡
都
市
圏
広
域
行
政
事
業
組
合

非
営
利
活
動
団
体
を
支
援
し
ま
す

　

福
岡
都
市
圏
共
通
の
水
源
地
域
や
筑

後
川
流
域（
有
明
海
を
含
む
）で
環
境
保

全
活
動
を
行
う
非
営
利
活
動
団
体
に
対

し
、活
動
費
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
団
体　

所
在
地
が
福
岡
都
市
圏
内

に
あ
る
非
営
利
活
動
団
体

対
象
活
動　

福
岡
都
市
圏
共
通
の
水
源

地
域
や
筑
後
川
流
域（
有
明
海

を
含
む
）で
の
環
境
保
全
活
動

※　

福
岡
都
市
圏
共
通
の
水
源
地
域
と

は
、大
山
ダ
ム
、寺
内
ダ
ム
、江
川
ダ

ム
、合
所
ダ
ム
、五
ヶ
山
ダ
ム
、鳴
淵

ダ
ム
の
集
水
区
域
ま
た
は
当
該
ダ
ム

直
下
河
川
支
流
地
域
で
ダ
ム
の
あ
る

市
町
村
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

補
助
金
額　

１
団
体
当
た
り
10
万
円

※　

活
動
内
容
や
活
動
費
に
応
じ
、増

額
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
50
万
円

を
限
度
）。

申
請
方
法　

４
月
30
日
㈮
ま
で
に
、申

請
書
を
提
出
す
る

※　

申
請
書
は
、同
組
合
事
務
局
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
組
合
事
務

局

（
７
３
３
）５
０
０
４

（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m

b.infow
eb.ne.jp

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

　

や
き
も
の
作
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

古
代
の
陶
人
気
分
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

当
日
作
っ
た
作
品
は
、窯
で
焼
い
て
、

お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

５
月
８
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場（
白
水
ヶ

丘
１
ー
４
）

参
加
費（
材
料
費
）　

粘
土
５
０
０
ｇ
当

た
り
２
０
０
円

定
員　

各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
８
日
㈭
〜
５
月
７
日

㈮
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま

た
は
直
接
奴
国
の
丘
歴
史
資
料

館
で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

年
齢（
小
学
生
以
下
の
み
）、希

望
時
間
を
伝
え
る

※　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
資
料
館

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７

春
日
市
国
際
交
流
協
会

「
春
学
期
」語
学
講
座

対
象　

16
歳
以
上
の
人

追
セ
ン
タ
ー
、福
岡
市
暴
力
追
放
相
談

セ
ン
タ
ー
な
ど
が
連
携
し
て
、面
接
、電

話
に
よ
る
集
中
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

４
月
24
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所（
福
岡
地
区
）　

福
岡
市
暴
力
追
放

相
談
セ
ン
タ
ー（
福
岡
市
役
所

２
階
）

相
談
電
話　

（
７
１
１
）４
０
７
６

※　

筑
豊
地
区
・
北
九
州
地
区
・
筑
後
地

区
で
も
実
施
し
ま
す
。詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
福
岡
県
暴
力
追
放

運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
６
５
１
）８
９
３
８

（
６
５
１
）８
９
８
８

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

　

同
支
局
と
筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
に
よ
る
相
談
会
で
す
。

日
時　

４
月
15
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
14
ー
７
）

相
談
時
間　

１
人
30
分
以
内

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
６
日
㈫
午
前
８
時
30

分
以
降
に
、電
話
で
予
約
す
る

※　

通
常
は
資
力
基
準
を
満
た
す
人
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、今
回
は
基

準
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

（
９
２
２
）２
８
８
１

（
９
２
２
）３
３
４
２

社
会
福
祉
協
議
会「
心
配
ご
と
相
談
」

開
設
時
間
を
変
更
し
ま
す

　

日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
て
い
る
、春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

の「
心
配
ご
と
相
談
」の
開
設
時
間
を
４

月
か
ら
変
更
し
ま
す
。

　

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら

な
い
問
題
な
ど
、気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

日
時　

毎
週
水
曜
日（
祝
日
の
場
合
は

木
曜
日
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階（
昇

町
３
ー
１
０
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会
総
務
課

（
５
８
１
）７
２
２
５

（
５
８
１
）７
２
５
８

司
法
書
士
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
会

　

Ｄ
Ｖ
、多
重
債
務
、生
活
保
護
、セ
ク

ハ
ラ
な
ど
の
相
談
に
、電
話
ま
た
は
面

談（
要
予
約
）に
て
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

日
時　

４
月
17
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

福
岡
市
内

相
談
電
話　

（
７
２
４
）９
５
０
５

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

司
法
書
士　

平ひ
ら
ご
う郷

（
７
５
２
）８
２
７
０

（
７
５
２
）７
７
５
０
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情報ひろば

歴
史
散
歩

参
加
者
募
集

　

天
然
記
念
物（
植
物
）や
遺
跡
な
ど
を

見
な
が
ら
、市
内
を
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時  

４
月
24
日
㈯

　
　

  

午
前
９
時
〜
正
午

集
合
場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

（
岡
本
３
ー
57
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
１
日
㈭
〜
22
日
㈭

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま
た

は
直
接
窓
口
で
氏
名
、電
話
番

号
、年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７

第
29
回
春
日
市
少
年
の
船

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

夏
休
み
に
、子
ど
も
た
ち
の
海
洋
研

修
や
平
和
学
習
の
引
率
・
指
導
を
す
る

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

高
校
１
年
生
以
上
40
歳
未
満
の

人

日
程　

８
月
18
日
㈬
〜
22
日
㈰（
４
泊

５
日
）

活
動
内
容　

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
の
団
員
約
70
人
の
引

率
と
、海
洋
研
修
や
平
和
学
習

な
ど
の
指
導

※　

こ
の
ほ
か
に
、事
前
の
準
備
会
議

（
５
月
12
日
㈬
以
降
、毎
週
水
曜
日
の

夜
）や
宿
泊
研
修
も
あ
り
ま
す
。

参
加
費　

４
万
円

募
集
人
員　

20
人
程
度

※　

申
込
多
数
の
場
合
、４
月
25
日
㈰

の
説
明
会
で
面
接
し
て
決
定
し
ま

す
。

申
込
方
法　

４
月
21
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年

齢
、職
業
、電
話
番
号
を
書
い
て

送
る（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

※　

詳
し
く
は
、春
日
市
少
年
の
船

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
少
年

の
船
実
行
委
員
会（
〒
816
ー

０
８
３
１
大
谷
６
ー
24
ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

（
５
８
４
）２
１
９
０（

兼
用
）

http://kasuga.ti-da.net/

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ウ
イ
ン
グ
２
０
１
０

参
加
者
募
集

　

県
は
、企
業
や
大
学
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な

ど
で
社
会
貢
献
活
動
を
実
践
ま
た
は
研

究
し
て
い
る
青
年
を
海
外
に
派
遣
し
、

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
青
年
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ウ
イ
ン

グ
２
０
１
０（
第
13
回
福
岡
県
青
年
の

翼
）」を
実
施
し
ま
す
。

対
象　

18
〜
35
歳（
平
成
22
年
４
月
１

日
現
在
）の
人

日
程　

11
月
14
日
㈰
〜
20
日
㈯（
７
日

間
）

訪
問
国　

イ
ギ
リ
ス

参
加
費　

10
万
８
０
０
０
円

募
集
人
員　

30
人

募
集
期
間　

４
月
21
日
㈬
〜
６
月
15
日

㈫

※　

申
し
込
み
方
法
な
ど
、詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
青
年
の
翼
実

行
委
員
会
事
務
局（
県
青
少
年

課
内
）

（
６
４
３
）３
３
８
６

（
６
４
３
）３
３
８
９

平
成
22
年
度
防
衛
省
職
員

採
用
試
験

○
Ⅰ
種
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）

受
験
資
格

▽
昭
和
52
年
４
月
２
日
〜
平
成
元
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▽
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平

成
23
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
人

②
防
衛
省
が
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

一
次
試
験
日　

５
月
９
日
㈰

○
Ⅱ
種
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）

受
験
資
格

▽
昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
平
成
元
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▽
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

①
大
学
、短
期
大
学
ま
た
は
高
等

専
門
学
校
を
卒
業
し
た
人
お
よ

び
平
成
23
年
３
月
ま
で
に
大

学
、短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専

門
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

人
②
防
衛
省
が
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

一
次
試
験
日　

６
月
13
日
㈰

受
付
期
間　

い
ず
れ
も
４
月
１
日
㈭
〜

12
日
㈪

問
い
合
わ
せ
先　

九
州
防
衛
局
総
務
部

総
務
課
人
事
係

（
４
８
３
）８
８
１
５

（
４
７
４
）３
６
８
５

http://w
w

w
.m

od.go.jp/

長
時
間
労
働
を
抑
制
す
る
た
め
に

改
正
労
働
基
準
法
が
４
月
１
日
施
行

　

長
時
間
労
働
を
抑
制
し
、労
働
者

の
健
康
確
保
や
仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
、労
働
基
準
法
な

ど
が
改
正
さ
れ
、平
成
22
年
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
限
度
時
間（
た
と
え
ば
１
カ
月
で
は

45
時
間
）を
超
え
る
時
間
外
労
働
の

割
増
賃
金
率
を「
25
％
を
超
え
る
率
」

に
す
る
よ
う
努
力
義
務
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

▼
１
カ
月
60
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労

働
に
つ
い
て
は
、法
定
割
増
賃
金
が

50
％
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
、こ
の
引
き
上
げ
分（
25
％

か
ら
50
％
以
上
に
引
き
上
げ
た
差
の

部
分
）の
割
増
賃
金
の
支
払
い
に
代

え
て
、有
給
の
休
暇
を
付
与
す
る
制

度（
代
替
休
暇
）が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。た

だ
し
、当
分
の
間
、中
小
企
業
に

は
適
用
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▼
年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
、労
使
協

定
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、１
年

に
５
日
を
限
度
と
し
て
時
間
単
位
で

の
取
得
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
労
働
局
労
働
基

準
部
監
督
課

（
４
１
１
）４
８
６
２

（
４
７
５
）０
１
８
３

h
ttp

://w
w

w
.fu

ku
o

ka
-p

lb
.

go.jp/1topics/topics454.htm
l
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3日（土） はじめまして！すぐリンピック　午後2時〜3時

7日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

10日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午

おはなし広場　午後2時〜2時30分

11日（日）
楽しいクッキング（カレーライス）
午前10時30分〜正午、10人、100円  ※米１合持参

13日（火） すくすく育児相談　午前10時〜11時30分

14日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

17日（土）

児童センター探検隊！（新1年生向け）　午前11時〜正午

一輪車教室　午後2時〜3時30分、10人 
※雨天の場合は24日に延期

21日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

25日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

28日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

2日（金）
世界の不思議なお話　午後2時〜2時30分

道場やぶり！　午後2時30分〜3時30分

6日（火）
けかつでピクニック　正午〜午後1時
※弁当、水筒持参

10日（土） 入学探検隊（新小学1年生）　午後2時〜3時

17日（土） トワイライト　午後5時〜6時、中学生以上

18日（日）
作って遊ぼう！（新聞がダイヘンシン！）　
午後2時〜3時

24日（土） 運動あそび！（毛勝スポーツテスト）　午後2時〜3時

25日（日）
かんたんクッキング（春のサンドイッチ♥パーティ）　
午前10時30分〜正午、12人、150円 

◆ の行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てくだ
さい。

◆表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。
◆ は申し込みが必要な行事です。4月10日（土）午前10 時以降に申し

込んでください。受け付けは午後 6 時までです（電話可・小学生以上
は原則として本人申込）。なお、申し込みは一人 1 行事までとし、行
事によっては市外の人は参加できない場合があります。

◆天候により、中止または内容を変更することがあります。事前に問い
合わせてください。

４月の行事予定表

開館時間　各館とも午前10時〜午後5時

4日（日）
お花見ランチ　午前11時30分〜午後1時30分
※弁当、水筒、敷物、手拭きタオル持参
※雨天の場合は館内で実施

10日（土）
光町入学探検隊！　
午後1時30分〜2時30分、新小学1年生

11日（日）
道場やぶり！　午後2時〜3時

トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

17日（土）

遊びの出前！児童センター　午前10時30分〜正午
場所：春日野小ときめきホール

かんたん工作（封筒シアター）　午後2時〜3時

23日（金） たのしいおはなし　午前11時〜11時30分

24日（土）
ピカピカ☆クッキング（ポン・ポン・ポップコーン）
午後2時〜3時30分、15人、100円 

25日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

27日（火）
みんなでおめでとう！（4月生まれのお誕生会）
午前11時〜11時30分

3日（土）
白水児童センター1周年祭り
午前10時30分〜正午（受付：午前10時15分〜）

10日（土）
道場やぶり！　午前10時30分〜11時30分

トワイライト　午後5時〜6時、中学生以上

11日（日） 入学探検隊（新小学1年生）　午前10時30分〜11時30分

17日（土）
わんぱく広場（ドッチビーであそぼう！）　
午前10時30分〜11時30分

18日（日）
わくわくクッキング（ぷるるんチョコレートゼリー）
午前10時30分〜正午、12人、150円  

24日（土）

屋上であそぼう！（インラインスケート） 
①午前10時30分〜11時、10人
②午前11時〜11時30分、10人
※雨天中止

25日（日）
作ってわくわく（新聞紙であそぼう！）
午前10時30分〜11時30分

27日（火） おはなしなーに？　午前11時〜11時30分

須
す ぐ

玖児童センター
須玖南2 ｰ120　☎（573）2431 （584）7739

光
ひ か り ま ち

町児童センター
光町2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 （501）7033

毛
け か つ

勝児童センター
大土居1 ｰ38　☎（581）5614 （581）5616

白
し ろ う ず

水児童センター
天神山1-213　☎（593）2777 （593）2801

子
育
て
広
場

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖：28日㈬ ▶光町：16日㈮、30日㈮
▶毛勝：22日㈭ ▶白水：16日㈮ 午前11時〜11時40分 今月の休館日

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶光町：13日㈫
▶毛勝：21日㈬▶白水：15日㈭

午前10時30分〜
（1時間程度）

  5日㈪、12日㈪、
19日㈪、20日㈫、
26日㈪、29日㈭

ニコニコくらぶ
（満2歳以上）

▶須玖：21日㈬、22日㈭、23日㈮
▶光町：21日㈬、22日㈭
▶毛勝：27日㈫、28日㈬
▶白水：22日㈭、23日㈮
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市の人口　2/28 現在

◎総人口  109,409人
（前月比+45）

女 　56,086人

男　 53,323人

◎世帯数  43,980世帯

◎増     ●転入  　   414人

●出生　       86人

●その他増      5人

◎減     ●転出 　    411人

●死亡          49人

●その他減      0人

鈴
すず

木
き

 沙
さ さ な

希菜ちゃん（須玖南）
平成21年4月2日生

古
こ が

賀 彩
あや

愛
め

ちゃん（小倉）
平成21年4月11日生

 倉
く ら み つ

光  駿
しゅん

ちゃん（白水ヶ丘）
平成21年4月5日生

泉
いずみ

 琥
こ

太
た

朗
ろう

ちゃん（桜ヶ丘）
平成21年4月11日生

山
やま

田
だ

 芽
め い か

衣香ちゃん（上白水）
平成21年4月14日生

4月前期

6
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
５
月
６
日
㈭（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
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月によって相談日時や場所が変更になる場合があります。事前に問い合わせてください。各種相談窓口
法律について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148　

第3水曜日／ 10時 〜 16時／市役所／第1水曜日8時30分以降の平日に電
話予約／先着15人

◆福岡県無料法律相談　☎（643）3333
第1・第3金曜日／ 13時 〜 16時／県民相談室（県庁内）／実施週の初日8時
30分以降の平日に電話予約／先着6人

◆春日市商工会無料法律相談　☎（581）1407
第1水曜日／ 13時 〜 15時（8時30分から窓口受付）／同商工会／先着6人

◆司法書士総合相談センター無料電話相談　☎（918）5264
金曜日／ 18時 〜 20時／福岡南総合相談センター

悪質商法や架空請求、多重債務など、金銭トラブルについて・・・・・・・・・・・
◆春日市消費生活相談　☎（584）1111 （584）1153

月・水・木・金曜日／ 10時 〜 15時／市消費生活センター（市役所2階）
◆春日市多重債務法律相談　☎（584）1111 （584）1153

第3金曜日／ 13時 〜 16時／市役所／上記の市消費生活相談で事前相談の
上予約

◆福岡県消費生活相談　☎（632）0999
月〜金曜日：9時 〜 16時30分／日曜日：10時〜 16時（電話相談のみ）／県
消費生活センター（県庁内）

暮らしのさまざまな問題や悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆心配ごと相談　☎（581）7225

水曜日／ 13時 〜 16時／春日市社会福祉センター 4階
人権について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例人権相談　☎（584）1111

第1火曜日／ 10時 〜 15時／市役所
◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881

月〜金曜日／ 8時30分 〜 17時／福岡法務局筑紫支局
◆子どもの権利110番　☎（752）1331

毎週土曜日／ 12時30分 〜 15時30分／天神弁護士センター
犯罪被害者などの心のケア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県警犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830

月〜金曜日／ 9時 〜 17時45分／福岡県警察
女性問題について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆暴力・セクハラの相談　☎（513）7335

月〜金曜日／ 10時 〜 17時／ちくし女性ホットライン
◆女性総合相談　☎（584）1266

火〜日曜日、第4月曜日／受付9時30分 〜 16時（金曜日は18時 〜 20時30
分も）／あすばる相談室（クローバープラザ内）

心の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆不安・悩み電話相談　☎（741）4343

24時間受付／福岡いのちの電話
◆不安・悩みファックス相談（聴覚障害者のための）　 （721）4343

月〜金曜日：9時 〜 18時／土曜日：9時〜 13時／福岡いのちの電話
◆ふくおか自殺予防ホットライン　☎（592）0783

月〜金曜日／ 9時〜 24時
交通事故について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県交通事故相談　☎（622）0403

月〜金曜日／ 9時 〜 17時（受付は16時まで）／県庁交通事故相談所（県庁内）
◆交通事故電話相談　☎（741）2270

月〜金曜日／ 13時 〜 16時／交通事故被害者サポートセンター
高齢者の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆高齢者総合相談　☎（584）3344　

月曜日を除く毎日／ 9時 〜 16時／福岡県社会福祉協議会（クローバープラ
ザ内）／法律相談（水曜日の13時 〜 16時）は要予約

◆高齢者の介護や福祉などの相談
▷北地域包括支援センター／ 8時30分 〜 17時

☎（589）6227 （589）6228
▷南地域包括支援センター／ 8時30分 〜 17時

☎（595）8188 （595）6069
職場環境、労働条件、子育て中の就職などについて・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡労働者支援事務所

月〜金曜日：9時 〜 17時／水曜日：9時〜 20時（夜間相談）／福岡西総合庁
舎5階／労働相談：☎（735）6149 ／子育て就職支援：☎（725）4034

子育て・子どもの悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆家庭児童相談室　☎（584）1015 （584）7739

月〜土曜日／9時30分 〜 18時／子育て支援センター（すくすくプラザ内）
児童の福祉・援助について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日／ 8時30分〜 17時15分／電話相談は毎日24時間受付
国行政について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例行政相談　☎（584）1111 （584）1142

第4火曜日／ 10時 〜 15時／市役所
◆福岡総合行政相談所　☎（781）7830

月〜土曜日／ 10時 〜 17時／岩田屋本店新館6階お客様サロン



　先日、冬の間はお休みしていた山登りに
久しぶりに出掛けました。今回の目的は、2月
から3月中旬ごろに開花する福寿草を見るこ
と。春を告げる代表的な花で、「幸せを招く
花」とも言われているそうです。時期が少し遅
かったので、一面のお花畑とはいかないもの
の、黄色の可愛い花が私たちの目を楽しませ
てくれました。
　また、このコースの途中には、岩の中にしゃ
がんでやっと通れるくらいの半円形の穴が
開いた「牛の鼻ぐり岩」と呼ばれる岩がありま
す。この穴をくぐると、これまた幸せになれる
とのこと。狭くて暗いところは苦手ですが、こ
のときばかりは「ご利益にあやかりたい！」と
果敢に挑戦したことは言うまでもありません。
　春は、それぞれが新しい目標に向かって走
り出す季節。この「幸運の山歩き」のおかげ
で、私も4月からいいスタートを切ることがで
きそうです。　　　　　　　　　  　　　Y
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島社

　白水大池公園の東の高台に位置し、大池の守護神として市
いちきしまひめのみこと

杵嶋姫命、通称、

弁財天が祭られています。

　毎年4月1日が例祭日で、「この日をもって大池の配水始め」とされています。

　公園を一望できる眺望のすばらしい高台に、足を伸ばしてみませんか。

問い合わせ先　社会教育課　☎（575）4121 （593）7380


